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◆北海道　歌志内連絡会議

5月に結成以来　「改憲はいかん！」と元気に奮闘
　今年5月末、北海道歌志内で「憲法改悪反対推進歌志内連絡会議」（野村三省議長）が結成されました。結成以来「継続して宣伝していくことが大事だ」と参加者も張りきって署名活動を行ってきました。「憲法九条を守る署名」と同時に「後期高齢者医療制度廃止を求める署名」や「消費税増税反対の署名」も行っています。結成当時の１ヵ月（5月末から6月末）で、憲法署名630人分、後期高齢者医療制度署名950人分も集め、地元紙に紹介されました。結成してまだ半年ですが、今後も元気な取り組みが期待されます。
（情報提供：北海道共同センター）
◆愛知　千種名東労連
｢戦争する｣という言葉に反応 

｢署名させてください｣と中学生が
千種名東労連は、9月27日(土)・10月25日(土)に東山定例街頭宣伝行動を行いました。8月～10月分の署名300筆が愛労連に届きました。
9月27日(土)、10時から11時の東山動植物園前での定例宣伝行動に、7名が参加。署名のやり始めは、あまり出足はよくなかったのですが、時間が経過するにつれ、人通りも増え、1時間で100筆の署名が集まりました。10月25日(土)は、曇り空でしたが人通りもあり、7名が元気に署名を呼びかけ、105筆集まりました。

参加者の感想などは次のとおりです。

＊アメリカの若い女性が署名をしてくれました。日本語も話すことができ、しばし、平和談議をしました。住所は日本語で書きました。

＊引き続き中学生、高校生、ヤングファミリーが署名してくれました。なかには、｢署名させてください！｣と行ってくる中学生もいました。

＊2年後の｢国民投票｣について、知らない若者が多いようです。もっと宣伝する必要があります。

＊｢戦争する｣という言葉に反応します。
（愛労連　「憲法ニュース」より）

◆広島共同センター

給油延長法案　市民団体の街頭シール投票
「反対派」が多数
海上自衛隊のインド洋での給油活動を延長する新テロ対策特別措置法改正案が衆院で可決されたことに反対するため、中区の広電本通電停前で憲法と平和を守る広島共同センターが22日、リレートークやシール投票を行いました。
　マイクを手に尾野進同センター代表は「戦争でテロはなくせない。参院でも十分な審議日程が組まれていない国会審議に抗議する」と訴えました。また、通行人らに同法案への賛否を、ボードにシールを貼ってもらうことで明らかにしてもらいました。「反対」欄に貼る人が多かったということです。

　同センターは21日には、衆院での可決に対して官邸や民主党あてに「平和国家として徹底的な審議を求める」などとした抗議文を送りました。
（広島県労連新聞NEWSより）
短信ニュース

◆イラクアフガンの「今」が分かる　「輝け！日本国憲法のつどい」
　イラク支援ボランティアとして非暴力・憲法9条の精神で活躍してきた高遠菜穂子さんが講演します。特別ゲストとして、現在イラクのラマディに住んでいるカシーム・トゥルキさん（31歳）が来日、話をしてくれることになりました。非暴力でのイラク再建を語る意義のあるつどいになること間違いなしです。

日　時：11月4日（火）　18：30開会

場　所：さいたま共済会館6階

参加費：無料

主　催：埼玉憲法会議（平和憲法を守る埼玉の共同センター）
◆Tokyo憲法セミナー（全3回）

＜第１回＞　イラク派兵「違憲判決」と派兵恒久法

　４月１７日にイラク派兵“違憲判決”を勝ち取った「自衛隊イラク派兵差し止め訴訟」の弁護団、田巻紘子弁護士を名古屋からお招きして、判決の意義と「恒久法」の危険性についてのお話を聞きます。

　また、法廷でも上映されたＤＶＤ「イラク戦場からの告発」（「イラクの子どもを救う会」製作）が上映されます。ぜひ、お誘い合わせの上参加ください。

と　き　１１月１０日（月）18:30～20:30

ところ　けんせつプラザ東京

講　師　田巻紘子さん（弁護士）

参加費　５００円

主　催　自由法曹団東京支部、東京憲法会議






